
平成23年9月台風12号豪雨による被害状況 【砂防河川井戸川】

流水および土砂による侵食により護岸が被災、橋梁等の狭窄部において流木が閉塞し、
浸水被害を拡大させた。

← 牧川

河岸崩落箇所
宮前橋

川原橋

瀬古地橋

峠橋

井戸川第2砂防堰堤
新宅橋

井戸川第1砂防堰堤

至 熊野市街地

①

河岸が侵食され耕作地に
細粒土が堆積

②

流路屈曲部の既設道路は
洗掘を受け崩壊

④

護岸損傷

⑤

河道が閉塞し川原橋が落橋

⑥

河床洗掘、護岸基礎の破壊

③

峠橋下流の被災状況
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← 牧川

砂防災害関連事業の概要 【砂防河川井戸川】

被災した護岸の復旧と合わせて、脆弱な施設の改築、河川縦断勾配の是正を行い侵食被害
の防止を図るとともに、砂防堰堤の設置により土砂及び流木の閉塞による浸水被害の防止を
図る。

護 岸 延 長：2558.8m
床 固 工：16基
帯 工： 8基
流木対策工：2基
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控35cm・練積

控75cm以上

■砂防堰堤工（本川下流）

φ406.4x16

φ406.4x16

■標準断面図

砂防堰堤工

砂防堰堤工


